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ACCESS のアイデンティティ

BUILD SAFETY, 
BUILD THE FUTURE
安全の未来基準をつくる ACCESS
私たちは、仮設機材と施工のプロフェッショナルとして、現場の安全を徹底的に追求し、
働く人々の誇りと未来を支える持続可能な建設業界の実現に貢献します。

安全な仮設環境の構築
墜落災害ゼロの社会を目指し、手すり先行工法の
普及と、プロによる足場安全点検体制を推進。
現場で働くすべての人に、安全で安心できる仮設
環境を届けます。
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全国仮設安全事業協同組合
理事長

櫻田 義孝

適正取引と地位向上
安全衛生経費の適切な確保を推進し、下請負人
にまで必要なコストが行き渡る健全な市場環境
を目指します。職人の社会的価値が正しく評価
される業界づくりに取り組みます。
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持続可能な人材確保
特定技能外国人をはじめとする多様な人材の適正
な受入れと定着を支援し、担い手不足という業界
課題に向き合います。確かな技術と活力を次世代
へつなぎ、持続可能な建設業界を築きます。
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足場作業主任者の資格を持つ唯一の国会議員として、超党派による「建設職人基本法」の制定を主導しました。
建設現場の安全と職人の地位向上には、命を守る安全な足場の普及と、その原資となる安全衛生経費を見積書
へ内訳明示して適切に請求すること。そして、下請負人まで確実に行き渡る市場環境の整備が不可欠です。一企
業では届きにくい現場の声を組合の力で社会へ届け、持続可能な建設業の未来を皆さまとともに築いてまいります。

理事長ご挨拶

現場の声を力に変え建設業の未来を切り拓く

MESSAGE
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日本の建設現場の現状と「安全衛生経費」の重要性

建設業における死亡者数は、長期的には減少傾向にあります。
しかし、労働者に一人親方等※1を含めて見ると、依然として大きな課題が残されています。

なかでも深刻なのが、墜落・転落災害です。
2025 年の建設業における死亡者 295人※2のうち、
142 人※3 が墜落・転落によるもの。全体の 48.1％を占めています。

現場の安全を本気で変えるためには、確実な安全対策と、
それを支える適切なコストの確保が欠かせません。

墜落・転落災害です。

建設業で亡くなる方の
約半数が、

出典：厚生労働省「労働災害発生状況」

「一人親方等の死亡災害発生状況」を

もとに ACCESS にて算出

※ 1 一人親方とは、労働者を使用しないで事業を行う者であり、「一人親方等」には、これに加えて中小事業主、役員、家族従事者を含める。
※ 2 労働者 214 人、一人親方等 81 人　※ 3 労働者 91 人、一人親方等 51 人 

2025年
建設業の死亡者

295人

労働者 214人

一人親方等 81人墜落災害
以外の災害
153 人（51.9%）

48.48.11%%

墜落・転落災害 142人
労働者 91 人

一人親方等 51 人

見積書に「安全の費用」を明示する 現場で使える実務ツール

2026 年現在

改正建設業法により、見積書を作成する際には、安全衛
生経費の内容が分かるように示すことが重要になってい
ます。ACCESS では、足場工事で安全衛生経費を適切に
計上できるよう、すぐに使える確認表や標準見積書を用
意しています。

安全衛生経費の詳細や、
確認表・標準見積書は

Webでご確認ください。
確認表

標準見積書

安全衛生経費が適切に計上・支払われて
いるかを元下間で確認するためのツール。

安全衛生経費を見積書に分かりやすく
記載するための様式。

墜落・転落災害を減らすには、確実な安全対策と、それを支える適切な費用の確保が不可欠です。
安全衛生経費を正しく見積もり、適切に支払うこと。それは、現場で働く人の命と、建設職人の未来を守るための基本です。

10.40%

安全衛生経費を適切に確保・計上することは、法令遵守と現場の安全確保の第一歩です。

足場工事の
安全衛生経費の目安

CHECKACCESS
推奨

安全衛生経費なくして、建設職人の未来なし。
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厚生労働省調べ

安全な足場づくりの推進

墜落・転落災害を防ぐために重要なのは、作業者が危険な状態に立
つ前に、安全な環境を整えることです。ACCESS は、手すり先行
工法による二段手すり（手すりと中さん）と幅木の設置を推進し、働
きやすく、安心感のある足場づくりを広げています。

作業する前に、
安全を先につくる。

近年普及しているくさび緊結式足場（次世代足場）では、
X 字型に配置された斜材は「中さん」と同等の機能を
有しています。

ACCESS では、手すり先行工法などの安全技術を普及するため、全国
で研修会を開催。正しい知識と実践力を高め、より安全な足場づくり
を支えています。

安全技術を、全国の現場へ広げています。

開催回数

参加者のべ

1,741 回

125,185 人

手すり先行工法とは？
作業床に上がる前に、次の段の手すりを先に設
置する工法です。例えば組立時は手すりを先に
つけて、床を敷いて、次の段へ進む。この手順

により、組立・解体時から墜落防止措置を確保し、

安全に作業を進めることができます。

01
手すりを設置

02
床を設置

03
次の段へ進む

手すり
先行工法の
採用率

今や業界のスタンダード
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手すり先行工法 採用率の推移

2023年2021年2019年2017年2015年2012年

30.2%30.2%
36.7%36.7%

44.7%44.7% 49.2%49.2%
51.7%51.7%

60.3%60.3%

17.5% 26.5%
34.5%

41.3% 45.4%

55.6%

全体
民間

55.6%民間

▼ ▼

2023年

60.3%全体

わく組足場

手すり
（上さん）

中さん
幅木

くさび緊結式足場 墜落制止用器具のフックは
丈夫な箇所に接続

物の飛来・落下だけでなく
人の墜落・転倒防止のためにも
幅木（つま先板）を設置
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国から認められた確かなプロフェッショナル

仮設安全監理者は、足場点検に関する知識と経験を備えた専門家です。国の通
達等においても、点検に必要な能力を持つ者として位置づけられています。

第三者の目線による厳格な点検
足場を組み立てた本人ではなく、独立した専門家が点検することで、慣れや思
い込みによる見落としを防ぎます。客観的な確認が、現場の安全性と信頼性を
高めます。

90 種類以上のチェックリストと「履歴の証 ®」による見える化

点検後は、現場入口等に「足場安全点検履歴の証®」を掲示。点検済みである
ことを誰もが確認できる形にし、現場の安全を見える化します。

全国で資格取得講習会を開催中
全国各地で講習会を開催し、
多くの専門人材を育成。現場の安全力を底上げします。

これまでに
16,863人が資格を取得

仮設安全監理者資格者証

  足場安全点検履歴の証 ®

足場は、設置して終わりではありません。正しく組まれ、正しく使える状態にあるかを、

専門的な目で確認することが重要です。

仮設安全監理者は、足場点検に必要な知識と経験を備えた、国から認められた

専門家です。ACCESS は、第三者の客観的な点検と独自のチェック体制により、

現場の安全を見える化します。

足場の安全点検のプロ「仮設安全監理者」

見えないリスクを、
プロの点検で見える安全へ。

仮設安全監理者による第三者目線の点検は、危険を未然に見つけ、事故を防ぐための確かな仕組みです。
積み重ねてきた点検実績が、現場に大きな安心を生み出しています。

129,707 件点検実績 18,643 件改 善 依 頼

安全を見える化する仕組み

現場点検を、さらにスマートに。

現場と事務所の情報共有をスムーズにし、
報告・確認業務を大幅に効率化します。

組合員・賛助会員限定

約 90 種類の点検表
をアプリに搭載

写真で改善箇所を
見える化

テンプレート入力
で作業効率アップ

点検報告書を
簡単・正確に作成

図面上で位置を
正確に管理

PDF 共有・組合報告
もアプリで完結

仮設安全監理者専用 点検アプリ

仮設起因による死亡事故報告ゼロ

詳しくはこちら

講習会の詳細は
こちら

仮設安全監理者が
点検した箇所での 14.4%

改善依頼率
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人を育み、経営を支える。
未来へつながる、人材支援。

 

ACCESS は、建設技能人材機構（JAC）の正会員団体として、組合員・賛助会員の皆様が特定技能
外国人を円滑に受け入れられるよう、JAC 関連の手続きや各種支援をサポートします。

特定技能外国人制度の支援

ACCESS に加入するメリット

特定技能外国人制度
特定技能外国人制度の概要や受
入れ要件、手続きの流れをご確認
いただけます。

組合員・賛助会員向けの会員証
明書の発行申請についてご案内
します。

会員証明書の発行
外国人支援特別会員制度について
詳しくご確認いただけます。

外国人支援特別会員制度
詳しくは
Webサイトへ

特定技能外国人受入れの流れ

JAC　建設技能人材機構
建設分野の特定技能外国人受入事業
実施法人として、特定技能外国人の
適正な受入れや保護を推進する機関。

ACCESS

協力事業者等（包括して支援）

JACの正会員団体として、組合員・賛助
会員の特定技能外国人受入れを支援。

正会員団体

支援・サービス提供

特定技能受入れ手続き

▢　建設業許可
▢　会員証明書（＝JACへの加入）
▢　CCUSの登録 など

建設分野の特定技能外国人を受入れるには、JAC への加入が必須となります。
ACCESS が発行する「会員証明書」の取得により、JAC への間接的な加入が
認められ、受入れに必要な手続きの一つを満たすことができます。

ACCESS への加入で、JAC へ加入できます

ACCESS は JAC の正会員団体として、現在の特定技能制度だけでなく、
2027 年 4 月開始予定の「育成就労制度」も見据えた受入れ体制づくりをサ
ポート。制度の変化に応じて、安心して外国人材の受入れを継続できる環境
づくりを支援します。

中長期的な受入れ体制づくりを総合的にサポート

組合員・賛助会員（建設企業）

特定技能外国人の受入れ
安定した人材確保により、

建設現場の安全・品質・生産性の向上につながります。

「外国人支援特別会員制度」を活用することで、親事業者
である組合員・賛助会員の協力事業者等における特定技能
外国人の受入れをはじめとした包括的な支援を行います。

協力事業者等も幅広く受入れ可能

組合員・賛助会員 協力事業者等

5 ACCESS 2026-27



自社の“格”を高める

現場の声を、社会へ届ける

仲間とつながり、現場を強くする

地域で広がる、主体的な安全活動

組合員であることは、「安全を大切にする企業」で
あることの意思表示です。安全基準への理解、適正
な施工体制、継続的な学びへの姿勢。その積み重ね
が、元請企業や発注者からの信頼を生み、建設の未
来を守る企業としての評価につながります。

ACCESS は、行政担当者や国会議員との対談・意見
交換を通じて、現場が抱える課題や生の声を国・行
政へ届けています。安全衛生経費の確保、適正取引
の推進、職人の地位向上。現場の声は、集まること
で社会を動かす力になります。

ACCESS には、地域を越えて学び合い、支え合う組
合員のネットワークがあります。現場で抱える課題
を共有し、他社の取り組みから学ぶ。
その横のつながりは、会社の判断力と現場対応力を
磨く、大切な力になります。

支部や支所では、地域の組合員が中心となり、地域
企業と連携して足場安全点検を実施。点検後には意
見交換を行い、現場で見えた課題や改善点を共有し
ました。組合のつながりを活かし、地域全体で安全
意識を高める取り組みです。

毎年秋に開催。安全への取り組みを共有し、現場の意識向上と組合員同士のつなが
りを深める取り組みを行い、業界全体のレベルアップと未来づくりにつなげます。

イベント 安全見える化大会

安全に本気で向き合う会社は、

建設業の未来を守る会社になる。
組合に加入することは、ただ名前を連ねることではありません。
現場を守る覚悟を示し、仲間とともに業界の未来を動かすことです。

ACCESS への加入は、単なるサービス利用ではありません。
安全への高い意識を持ち、組合活動へ主体的に参画すること。
その姿勢は、元請企業や発注者、地域社会からの信頼につながります。

一企業だけでは届きにくい現場の声も、仲間となら大きな力になる。
安全な現場づくりを、業界全体の価値向上へ。
ACCESS は、組合員の皆さまとともに、建設業界の未来を動かしていきます。
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業務災害補償制度
労災リスク対策

賠償責任補償 24 時間いつでもオンラインで注文可能

高速道路料金 最大 40%OFF 現場で役立つ商品をワンストップで購入

ビジネス総合保険制度 必要な資材をいつでも簡単注文

ETC コーポレートカード ACCESS 推奨の安全用品が揃う

本部＋全国 9支部のご案内

00  本部
〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-8-15　イトーピア岩本町一丁目ビル
TEL：03-3639-0641　FAX：03-3639-0640

01  北海道支部
〒060-0051
札幌市中央区南1条東7丁目2-4　カタギリ・コーポレーションビル
TEL：011-206-8683　FAX：011-206-9787

02  東北支部
〒010-0146
秋田県秋田市下新城中野字街道端西40
TEL：018-893-4031　FAX：018-893-4032

03  関東支部
〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-8-15　イトーピア岩本町一丁目ビル
TEL：03-3639-1571　FAX：03-3639-3980

04  北信越支部
〒950-0911
新潟市中央区笹口3-14-2　辰巳ビル2階B号室
TEL：025-255-6210　FAX：025-255-6211

05  中部支部
〒457-0822
名古屋市南区浜田町1-10　2階
TEL：052-614-0701　FAX：052-614-0705

06  近畿支部
〒532-0011
大阪市淀川区西中島1-15-2　大協シャトービル8階
TEL：06-6755-9280　FAX：06-6755-9282

07  中国支部
〒719-1102
岡山県総社市東阿曽1990
TEL：050-5574-3329　FAX：050-3537-2899

08  四国支部
〒719-1102
岡山県総社市東阿曽1990
TEL：050-5574-3329　FAX：050-3537-2899

09  九州支部
〒810-0045
福岡市中央区草香江1-5-2-401
TEL：092-707-3155　FAX：092-707-3156

公式サイト
www.kasetsuanzen.or.jp

経営支援（団体割引）Web・SNS のご案内
組合員の皆さまの事業運営を支える
各種制度をご用意しています。

最新情報や各種サービスは、
公式サイト・SNS からご確認いただけます。

公式 X
@ACCESS_2k

公式 Instagram
@access_2k

共同購買

組合員特別価格で、資材や足場安全点検の
チェックリストを購入できる EC サイトです。

本支部ネットワーク
全国をつなぎ、現場を支える

本部と全国 9支部のネットワークで、
組合員の皆さまの安全と事業の発展をサポートします。

仮設事業に係る製造、販売（含むリース・レンタル）、
工事施工及び安全コンサルタントを行う事業者にて構成。

賛助会員

38 社

組合員

238 社

2026年7月現在
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